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W ¢ investigate　the　possibility　of 　multiple 　 equilibrium 　states 　in　the　atmospheric 　general　circulation 　of 　Venus 　using

Venus　Iike　AGCM ，　 and 　we 　run 　the　model 　from　the　two 　initial　 conditions ．　Ih　 a　 case 　 with 　zero 　ini重ial　 cDndition ，
super −retation 　is　not 　reproduced 　and 　slow 　reta 重ion　appears ．　In　a　case 　with 　liner　Iarge　 zona 正initial　cenditien ，　steady
super −retation 　about 　110　m ！s　can 　be 　reproduced ．

1 ．は じめに
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ロ
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シ ョ ン形 成メ カニ ズ ム として赤道

一
極間の 過熱差に よ る子 午面循環に 着目 した ギー

ラ ッ シ
・
メカ ニ

ズ ム （Ginasdh　1975c
’

〉に着 目して い る．ギーラ ッ シ
・

メカニ ズ ム

に つ い て よ り詳細 な考察 を行 っ た もの に MatSuda（1980，1982）c2」レ

が ある。松 田 は軸対称 2 次 元 と して 問題 を扱 っ た とこ ろ、そ こ で
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シ ョ ン （強い 東西風速と弱い 子午面循環 を持

つ ）が卓越す るパ ラメ
ータ領域内で 弱い 東 西風 と強い 子午面循環

とい う循環 （こ の 循環 を 3次元的に解 釈す ると昼夜間対流 となる）

も安定な解 と して 存在 し うるこ とを示唆 して い る。
　本研 究の 目的は ス ーパ ーロ ーテーシ ョ ン の 形成メ カ ニ ズ ム を探

るこ とで は な く、大気大循環モ デル を用 い て 、松田の 示唆 した多

重平衡解を再現するこ とで ある。

2 ．モ デル に つ いて

　地球用大気大循環モ デル CCSRINIES　AGCM 　5，4 を金星用 に変

更 して 用い た。
　放射過程 を直接解くこ とは困難なため 「醜   α oa 面 丁拙 shi

（2003）
ce を参考 に 大幅 に簡略化 した D 具体的 には 金星の 雲 層付近

（高度約 5α〜 70  ｝、赤道上 に ピークを持っ 帯状
一
様な太陽加撚

を与 え、ニ ュ
ートン 冷却で 観測地 を もとに した参考温度へと緩和

して い る。加熱に つ い て 雲 層付近 で は     α oand τ柚 shi

（2003）とほ ぼ同様の 値を与えた が、それ 以下の 層で は 116程度の

大きさで ある。これ は Yama   賄 andT 腔 shi （2003）で の 地表付近

の加熱が現実 よ りも大きす ぎる た め で ある。

　本研 究 の 目的は多重平衡解の 再 現で あ る、その た め 二つ の 初期

値か ら積分を開始 した。一
つ はま っ た くの 静止 状 態、もう

一
方は
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シ ョ ン 程 度の 東 西風速 を持つ 。以下それ ぞれ

CaseA 〔laseBと呼ぶ こ とにす る。

3 ．結果 とま とめ

　Case　A で は 150，  程度積分 した ところ定常に達 し、赤道上高

度 70  で は 40rrVs程度の東 西 風 速を得た。また定常に 達 した後

の 帯状平均東西風 の 緯度 ．
高度 断面図を示す〔Fig　1）。その ときの

帯状平均南1膕 速 は 高度 62  付近で赤道 か ら極へ向か う流 れが

見 られ、2m！s 程度 で あっ た。
Case　B で は約 鱒，OOO 日で 定常に 達 し、高度 70  赤道で の 東西

風速は約 110m！s であ っ た。定常に達 した後の 帯状平均東西風速の

緯度 一高廚 析面図を Fig　2 に示す。そ こ で の 南北 風 は高度 60 

付近に赤道か ら極へ向か う流れが 見られた が、1m！s 以下で あ っ た。
　CaseへB は そ れ ぞ れ松 田の 示 した 多重平衡解の 特徴をもっ て お

り、金星 らしい AGCM を用 い て 定常 な多重平衡解を再現 した。

　　　　　Zonal　mean 　U 〔mls ）163567−163684day

　 　 80

君 60i

卜

工 409

田
］： 20

　 　 　 　 　 　 　
一50　　　　　　 0　　　　　　 50

　　　　　　　　　　 LATITUDE 〔deg 〕

Figl　L飢it面 e・heゆ t α 〔ss 　s   」  of 　z   nal　mean   a10 σ w （鳴
一1
）

ave姻 　over 　16，357　to　I63，684　day＆　Gray　area 　血d【⊂ates　nq 騨｛ve

valUC

　　　　　 Zonal　mean 　U （mts 〕163567
−163684day

　 　 80

宕　60t

←

工 409

山

工 20

O　　　　　　　　　　 〈）
1

0　　　　　　　　　　 0

　 　 　 　 　 　 　 一50　　　　　　 0　　　　　　 50

　　　　　　　　　　 LATITUDE 〔deg）

Fig2　LatitUdeheightα oss 翩   of 　 zonal   an 　mnal 且（w （晦
1

）

averaged 　over 　l6，357　to　163，684　da）as．（洫 y 　area 　indicates　negative

value ，
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